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奈
良
・
来
迎
寺
の
善
導
大
師
坐
像
の
造
立
背
景
（1）
は
じ
め
に
　
奈
良
県
旧
都
祁
村
の
来
迎
寺
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ
た
木
造
等
身
の
善
導
大
師
坐
像
（
図
1
）
が
伝
来
し
て
い
る
。
善
導
（
六
一
三
│
六
八
一
）
は
中
国
浄
土
教
を
大
成
し
た
唐
代
の
僧
侶
で
、
称
名
念
仏
三
昧
を
唱
導
し
た
こ
と
で
名
高
い
。
日
本
で
浄
土
宗
を
開
い
た
法
然
上
人
は
自
ら
の
著
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
中
で
「
偏
依
善
導
一
師
」
と
述
べ
て
お
り
、
法
然
自
身
が
善
導
の
教
え
に
傾
倒
し
、
ま
た
善
導
を
崇
敬
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
浄
土
宗
の
寺
院
で
は
開
祖
の
法
然
と
と
も
に
、
善
導
の
肖
像
を
祀
る
寺
院
が
少
な
く
な
い
。
来
迎
寺
の
善
導
大
師
坐
像
は
、
他
の
寺
院
に
伝
わ
る
善
導
像
と
は
異
な
り
、
右
膝
を
曲
げ
て
左
膝
を
立
て
た
珍
し
い
肖
像
彫
刻
で
、
そ
の
胎
内
に
は
、
造
像
に
際
し
て
法
縁
を
結
ん
だ
人
達
の
名
前
、
す
な
わ
ち
結
縁
交
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
交
名
中
の
誰
に
注
目
す
る
か
は
、
美
術
史
と
仏
教
史
の
研
究
者
間
で
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
善
導
大
師
坐
像
の
造
立
背
景
や
意
味
づ
け
も
一
致
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
改
め
て
来
迎
寺
の
善
導
大
師
坐
像
の
結
縁
交
名
を
取
り
上
げ
、
人
々
の
交
流
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
来
迎
寺
の
善
導
大
師
坐
像
が
造
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
一
、
来
迎
寺
の
歴
史
　
来
迎
寺
の
善
導
大
師
坐
像
（
以
下
、
来
迎
寺
像
と
称
す
）
は
そ
の
作
風
か
ら
鎌
倉
時
代
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
い
つ
制
作
さ
れ
た
肖
像
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
来
迎
寺
に
伝
わ
る
古
文
書
を
通
し
て
、
来
迎
寺
の
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
　
来
迎
寺
に
は
『
涅
槃
山
多
田
来
迎
寺
記
録
』（
以
下
『
来
迎
寺
記
録
』）
と
呼
ば
れ
る
四
〇
丁
余
り
の
和
綴
じ
の
古
文
書
が
伝
来
し
て
い
る１
。
こ
の
文
書
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
写
本
で
あ
る
が
、
代
々
の
寺
僧
に
よ
る
書
き
継
ぎ
の
形
を
と
る
も
の
で
、
内
容
は
鎌
倉
期
か
ら
江
戸
末
期
ま
で
を
含
む
史
料
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
る
と
、来
迎
寺
は
天
徳
二
年
（
九
五
八
）
の
春
、
淳
吽
阿
闍
梨
が
、
そ
の
昔
行
基
が
涅
槃
山
と
名
づ
け
た
墓
所
に
庵
室
を
結
ん
だ
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
。
そ
の
後
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
に
相
川
城
主
で
あ
っ
た
安
部
九
郎
則
宗
が
発
心
入
道
し
、
蓮
阿
（
蓮
阿
弥
陀
仏
）
と
号
し
て
涅
槃
山
に
仏
堂
を
建
立
し
、
吐
山
よ
り
阿
弥
陀
如
来
像
を
奉
遷
し
て
涅
槃
山
蓮
城
院
来
迎
寺
と
号
し
た
と
い
う
。
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
に
は
第
二
世
顕
鏡
阿
闍
梨
が
住
職
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
、
こ
の
地
を
墓
所
と
す
る
庄
郷
も
広
が
り
、
近
隣
の
寺
侍
達
が
帰
依
し
て
旦
那
と
な
り
、
さ
ら
に
大
和
多
田
氏
の
祖
で
あ
る
多
田
経
実
も
来
迎
寺
に
帰
依
し
た
。
経
実
の
次
男
は
出
家
し
て
来
迎
寺
に
入
り
、
了
日
と
号
し
て
第
二
世
顕
鏡
の
弟
子
と
な
っ
た
。
承
久
三
年
（
一
奈
良
・
来
迎
寺
の
善
導
大
師
坐
像
の
造
立
背
景
│
│
結
縁
交
名
を
手
が
か
り
と
し
て
│
│
小　
野　
佳　
代
図 1 　奈良・来迎寺　善導大師坐像
（鎌倉時代）
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　
第
2
号
（2）
二
二
一
）、
顕
鏡
遷
化
の
後
は
、
了
日
が
第
三
世
住
職
と
な
り
、
こ
の
頃
よ
り
涅
槃
山
多
田
来
迎
寺
と
号
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
付
近
は
平
安
時
代
末
期
に
は
使
者
葬
送
の
墓
地
と
定
め
ら
れ
た
場
所
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
さ
て
、
問
題
と
な
る
の
は
『
来
迎
寺
記
録
』
の
善
導
大
師
像
に
関
す
る
つ
ぎ
の
記
述
で
あ
る
。昔
天
平
七
年
来
朝
大
唐
善
導
大
師
御
自
作
肖
像　
筑
紫
羽
方
着
舟　
明
天
平
宝
字
八
年
依
霊
夢　
当
国
藤
（
藤
井
）
三
光
寺
江
移　
歳
久
安
置　
建
暦
元
年　
其
辺
乱
ニ
依　
当
寺
ニ
陰
ス　
其
後
迎
ト
モ
帰
リ
玉
ズ　
大
師
霊
験
委
縁
起
有
略
ス　
文
暦
元
年　
法
然
上
人
弟
子
勢
観
房
源
智
上
人　
大
師
安
置
ノ
由
聞　
当
寺
来　
大
師
ヲ
拝　
希
代
之
尊
像
ト
恐
入
玉
フ
也
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
善
導
大
師
像
は
大
師
自
ら
が
作
っ
た
肖
像
で
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
大
唐
か
ら
筑
紫
の
博
多
に
船
で
到
着
し
、
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
に
霊
夢
に
よ
っ
て
大
師
像
を
藤
井
の
三
光
寺
へ
移
し
、
歳
久
し
く
こ
こ
に
安
置
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）、
そ
の
辺
り
に
乱
が
起
こ
っ
た
た
め
、
来
迎
寺
に
隠
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
三
光
寺
か
ら
迎
え
が
あ
る
も
、
大
師
像
を
運
び
出
せ
な
か
っ
た
。
文
暦
元
年
（
一
二
三
四
）、
法
然
上
人
の
弟
子
の
勢
観
房
源
智
上
人
は
大
師
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
来
迎
寺
を
訪
れ
て
大
師
像
を
拝
し
た
と
い
う
。
　
右
の
記
述
は
縁
起
的
な
内
容
を
多
分
に
含
ん
で
は
い
る
が
、
善
導
大
師
像
が
本
来
、
来
迎
寺
の
た
め
に
作
ら
れ
た
像
で
は
な
く
、
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
に
戦
乱
を
避
け
て
天
理
市
藤
井
の
三
光
寺
か
ら
移
さ
れ
て
き
た
も
の
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
も
し
、
最
初
か
ら
来
迎
寺
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
大
師
像
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
が
わ
ざ
わ
ざ
創
作
さ
れ
る
必
要
も
な
か
ろ
う
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
来
迎
寺
像
が
他
寺
か
ら
移
っ
て
き
た
と
い
う
の
は
真
実
に
近
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
二
、
来
迎
寺
像
の
胎
内
銘
　
つ
ぎ
に
、
来
迎
寺
像
に
関
す
る
よ
り
確
実
な
史
料
で
あ
る
胎
内
銘
を
み
て
い
き
た
い
。
胎
内
銘
は
、
像
内
の
内
刳
面
に
黒
漆
を
塗
っ
た
、
そ
の
上
か
ら
白
色
顔
料
を
用
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
け
ん
如　
　
　
　
心
阿
弥
陀
仏　
藤
原
貞
近　
に
ん
阿
弥
陀
□
　
　
　
金
阿
弥
陀
仏　
　
清
原
氏
同
清
　
　
　
ほ
う
か
い
す
志
や
の
ふ
ん
一　
田
口
氏
　
　
　
南
无
阿
弥
陀
仏　
願
ア
ミ
タ
仏
　
　
　
　
　
藤
原
真
正　
理
工
□
春
　
　
（
弥
陀
三
尊
種
子
）南
阿
弥
陀
仏　
春
阿
弥
陀
仏
　
　
　
　
　
　
（
梵
字
）　　
上
ア
ミ
タ
□
　
　
　
　
　
　
　
（
梵
字
光
明
真
言
等
）
　
ま
ず
冒
頭
の
「
そ
う
け
ん
」
は
造
顕
の
意
で
、
四
行
目
の
「
ほ
う
か
い
す
志
や
の
ふ
ん
」
は
法
界
衆
生
の
分
と
解
す
る
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が２
、
そ
の
ほ
か
は
、
来
迎
寺
像
の
造
立
に
関
わ
っ
た
結
縁
者
た
ち
の
名
前
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
結
縁
者
の
う
ち
心
阿
弥
陀
仏
、
藤
原
貞
近
、
金
阿
弥
陀
仏
、
藤
原
真
正
、
清
原
氏
、
田
口
氏
の
六
人
が
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
に
仏
師
快
慶
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
醍
醐
寺
三
宝
院
の
不
動
明
王
坐
像
（
以
下
、
醍
醐
寺
像
）
に
も
同
様
に
結
縁
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
来
迎
寺
に
調
査
が
入
っ
た
一
九
五
二
年
以
後
、
来
迎
寺
像
の
結
縁
者
の
名
が
醍
醐
寺
像
の
銘
に
も
見
出
せ
る
事
実
は
、
広
く
研
究
者
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た３
。
　
醍
醐
寺
像
の
胎
内
銘
文
の
該
当
箇
所
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る４
。
　
　
（
胸
部
）
　
　
　
　
　
大
江
信
良　
同
宗
信　
　
ア
ミ
タ
仏
　
　
　
　
沙
弥
円
仏　
僧
信
覚
　
　
　
　
建
仁
三
年
五
月
二
二
日
之
　
　
　
巧
匠
ア
ン
（
梵
字
）
弥
陀
仏　
僧　
　
　
　
　
　
僧
澄
玄　
僧
智
厳
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奈
良
・
来
迎
寺
の
善
導
大
師
坐
像
の
造
立
背
景
（3）
　
　
（
背
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
如
房　
田
口
氏
　
　
　
　
　
　
　
戒
忍
房
清
原
氏　
　
　
童
ト
｀
　
　
　
　
　
　
清
原
氏　
　
西
ア
ミ
タ
仏
　
　
　
　
　
　
藤
原
貞
近
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
覚　
重
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
充
円
　
　
　
金
阿
弥
陀
仏　
重
近
　
　
　
　
心
ア
ミ
タ
仏　
藤
原
真
正　
寂
忍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
道
行
平
　
ま
ず
胸
部
の
銘
文
を
み
る
と
、
中
ほ
ど
に
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
と
い
う
紀
年
が
あ
り
、
そ
の
後
に
巧
匠
ア
ン
（
梵
字
）
弥
陀
仏
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
醍
醐
寺
像
は
建
仁
三
年
に
仏
師
快
慶
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
背
部
の
銘
文
に
は
、
来
迎
寺
像
に
結
縁
し
た
心
ア
ミ
タ
仏
、
藤
原
貞
近
、
金
阿
弥
陀
仏
、
藤
原
真
正
、
清
原
氏
、
田
口
氏
の
六
人
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
来
迎
寺
像
の
結
縁
者
と
醍
醐
寺
像
の
そ
れ
ら
が
共
通
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
松
島
健
氏
の
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
両
像
の
造
立
時
期
が
近
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り５
、
つ
ま
り
来
迎
寺
像
の
造
立
年
代
が
建
仁
三
年
と
隔
た
ら
な
い
頃
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
来
迎
寺
像
は
十
三
世
紀
初
頭
の
善
導
大
師
像
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
現
存
す
る
善
導
大
師
像
の
中
で
は
最
古
の
像
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
の
『
来
迎
寺
記
録
』
で
は
、
善
導
大
師
像
が
天
理
市
藤
井
の
三
光
寺
か
ら
来
迎
寺
に
移
さ
れ
た
年
を
、
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
と
し
て
い
た
が
、
建
暦
元
年
は
建
仁
三
年
の
わ
ず
か
八
年
後
で
あ
る
。
造
立
の
数
年
後
に
、
事
情
あ
っ
て
大
師
像
を
来
迎
寺
に
移
し
た
と
い
う
の
は
あ
り
え
な
い
話
で
は
な
い
。
事
実
に
近
い
内
容
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
三
、
結
縁
交
名
に
み
え
る
金
阿
弥
陀
仏
と
春
阿
弥
陀
仏
　
来
迎
寺
像
の
結
縁
者
の
中
に
は
、
醍
醐
寺
像
の
ほ
か
に
も
他
寺
の
仏
像
の
結
縁
交
名
や
、
古
文
書
類
に
同
様
の
名
が
見
出
せ
る
人
物
も
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
他
の
記
録
に
登
場
す
る
人
物
に
注
目
し
、
彼
等
が
活
躍
し
た
地
域
や
、
彼
等
の
信
仰
上
の
つ
な
が
り
、
つ
ま
り
結
縁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
来
迎
寺
像
の
制
作
背
景
を
検
討
し
て
み
た
い
。
　
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
来
迎
寺
像
の
結
縁
者
の
う
ち
「
金
阿
弥
陀
仏
」
と
「
春
阿
弥
陀
仏
」
の
二
人
で
あ
る
。
後
者
は
最
後
の
一
字
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、「
仏
」
と
読
む
ほ
か
あ
る
ま
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
人
は
と
も
に
阿
弥
陀
仏
号
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
頃
か
ら
俊
乗
房
重
源
が
自
ら
を
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
名
乗
り
、
弟
子
や
帰
依
者
に
も
阿
弥
陀
仏
号
を
勧
め
た
こ
と
に
よ
る６
。
仏
師
快
慶
が
自
ら
の
作
品
に
「
巧
匠
安
阿
弥
陀
仏
」
と
署
名
し
て
い
る
の
も
、
ま
さ
に
重
源
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
多
く
の
結
縁
交
名
か
ら
阿
弥
陀
仏
号
が
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
い
か
に
阿
弥
陀
仏
号
を
名
乗
る
こ
と
が
広
ま
っ
て
い
た
か
、
ま
た
い
か
に
重
源
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
か
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
阿
弥
陀
仏
号
が
流
布
す
る
中
で
、
慈
円
が
『
愚
管
抄
』
第
六
に
記
し
た
「
大
方
東
大
寺
ノ
俊
乗
房
ハ
。
阿
弥
陀
ノ
化
身
ト
云
コ
ト
出
キ
テ
。
ワ
ガ
身
ノ
名
ヲ
バ
南
無
阿
弥
陀
仏
ト
名
ノ
リ
テ
。
万
ノ
人
ニ
上
ニ
一
字
ヲ
キ
テ
。
空
ア
ミ
ダ
仏
。
法
ア
ミ
ダ
仏
ナ
ド
云
名
ヲ
付
ケ
ル
ヲ
。
誠
ニ
ヤ
ガ
テ
我
名
ニ
シ
タ
ル
尼
法
師
ヲ
｀
カ
リ
。
ハ
テ
ニ
法
然
ガ
弟
子
ト
テ
カ
｀
ル
事
ド
モ
シ
出
タ
ル
。
誠
ニ
モ
仏
法
ノ
滅
相
ウ
タ
ガ
イ
ナ
シ７
。」
と
い
う
非
難
が
出
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
ま
ず
、
来
迎
寺
像
に
結
縁
し
た
「
金
阿
弥
陀
仏
」
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
金
阿
弥
陀
仏
は
、
先
に
あ
げ
た
醍
醐
寺
三
宝
院
の
不
動
明
王
坐
像
の
ほ
か
に
も
、
京
都
・
遺
迎
院
阿
弥
陀
如
来
立
像
や
、
奈
良
・
安
倍
文
殊
院
騎
獅
文
殊
菩
薩
坐
像
、
奈
良
・
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
、
三
重
・
新
大
仏
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
も
結
縁
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
金
阿
弥
陀
仏
が
結
縁
し
た
こ
れ
ら
の
仏
像
は
、
来
迎
寺
像
以
外
す
べ
て
が
快
慶
の
作
品
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る８
。
快
慶
と
い
え
ば
、
重
源
の
作
善
に
よ
る
仏
像
の
多
く
を
手
が
け
た
慶
派
仏
師
で
あ
っ
た
。
右
に
挙
げ
た
快
慶
作
の
不
動
明
王
坐
像
を
祀
る
醍
醐
寺
は
、
重
源
が
十
三
歳
か
ら
六
十
一
歳
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
所
属
し
て
い
た
寺
で
あ
り
、
ま
た
、
三
重
・
新
大
仏
寺
も
ま
さ
に
重
源
が
建
て
た
伊
賀
別
所
に
他
な
ら
な
い
。
以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
来
迎
寺
像
に
結
縁
し
た
金
阿
弥
陀
仏
と
は
、
重
源
の
も
と
に
集
ま
っ
た
念
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仏
衆
の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
　
つ
ぎ
に
、「
春
阿
弥
陀
仏
」
を
み
よ
う
。
春
阿
弥
陀
仏
は
先
の
金
阿
弥
陀
仏
と
は
異
な
り
、
結
縁
交
名
で
は
な
く
、
む
し
ろ
古
文
書
類
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
人
物
で
あ
る
。
ま
ず
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
六
月
十
五
日
に
、
重
源
が
管
理
し
て
き
た
東
大
寺
の
東
南
院
領
の
荘
園
を
後
継
者
に
譲
り
渡
す
こ
と
を
記
し
た
「
重
源
譲
状
」
を
み
る
と
、
備
前
国
長
沼
・
神
前
両
庄
の
預
所
職
に
、
年
来
同
行
の
得
阿
弥
陀
仏
と
春
阿
弥
陀
仏
0
0
0
0
0
の
両
人
を
補
す
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る９
。
と
く
に
重
源
が
尽
力
を
注
い
で
経
営
し
て
き
た
東
南
院
領
の
譲
状
に
登
場
す
る
春
阿
弥
陀
仏
は
、
石
田
尚
豊
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
にＡ
、
重
源
の
同
行
衆
の
中
で
も
特
に
信
任
の
厚
い
人
物
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
　
さ
ら
に
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
十
一
月
の
紀
年
を
も
つ
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
文
書
も
み
て
お
き
た
い
。
　
　
一
、「
周
防
国
在
庁
官
置
文
」（『
東
大
寺
文
書Ｂ
』）
　
　
二
、「
周
防
阿
弥
陀
寺
田
畠
坪
付
」（『
周
防
阿
弥
陀
寺
文
書Ｃ
』）
　
　
三
、「
周
防
阿
弥
陀
寺
田
畠
坪
付
」（『
周
防
上
司
家
文
書Ｄ
』）
　
こ
れ
ら
三
つ
の
文
書
の
う
ち
、
一
と
二
の
文
書
に
は
重
源
の
署
名
と
花
押
が
あ
り
、
さ
ら
に
三
つ
の
す
べ
て
の
文
書
に
は
、
そ
の
末
尾
に
「
目
代　
春
阿
弥
陀
仏
（
花
押
）」
と
い
う
署
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
春
阿
弥
陀
仏
と
重
源
の
ご
く
近
し
い
関
係
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
春
阿
弥
陀
仏
が
目
代
と
い
う
要
職
に
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
　
周
防
国
と
い
え
ば
、
東
大
寺
造
営
料
に
指
定
さ
れ
た
国
で
、
東
大
寺
の
鎌
倉
復
興
の
際
、
木
材
を
東
大
寺
に
供
給
す
る
重
要
な
杣
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に
重
源
は
周
防
別
所
を
建
て
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
所
に
留
ま
る
こ
と
の
難
し
い
東
大
寺
大
勧
進
職
の
重
源
に
代
わ
っ
て
、
周
防
に
お
け
る
目
代
を
任
さ
れ
た
の
が
春
阿
弥
陀
仏
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
一
の
文
書
に
は
、
念
仏
衆
と
し
て
「
金
阿
弥
陀
仏
」
の
名
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
書
に
登
場
す
る
「
金
阿
弥
陀
仏
」
も
来
迎
寺
像
に
結
縁
し
た
金
阿
弥
陀
仏
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
るＥ
。
と
な
れ
ば
、
周
防
別
所
の
念
仏
衆
で
あ
っ
た
金
阿
弥
陀
仏
と
、
目
代
の
春
阿
弥
陀
仏
の
二
人
は
、
重
源
を
介
し
て
周
防
別
所
で
出
会
い
、
十
三
世
紀
初
頭
に
南
都
の
地
に
お
い
て
、
善
導
大
師
像
（
来
迎
寺
像
）
に
結
縁
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
伊
東
史
郎
氏
は
、
金
阿
弥
陀
仏
と
春
阿
弥
陀
仏
の
二
人
ま
で
が
重
源
関
係
の
史
料
に
顔
を
出
す
人
物
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
重
源
と
来
迎
寺
像
と
の
間
に
は
深
い
繋
が
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
眼
で
来
迎
寺
の
胎
内
銘
文
を
再
読
す
る
と
、
中
央
に
記
さ
れ
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
重
源
そ
の
人
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
来
迎
寺
像
の
造
立
に
あ
た
り
、
重
源
や
そ
の
周
辺
の
人
物
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
あ
る
ま
い
。
四
、
正
行
房
の
善
導
御
堂
と
来
迎
寺
像
の
造
立
　
来
迎
寺
像
を
重
源
と
の
関
わ
り
か
ら
解
釈
す
る
前
章
に
お
け
る
見
方
と
は
別
に
、
仏
教
史
の
方
面
か
ら
、
法
然
と
親
交
の
あ
っ
た
「
正
行
房
」
と
関
連
づ
け
て
解
釈
す
る
見
方
が
あ
る
。
こ
の
見
方
は
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
に
奈
良
・
興
善
寺
の
来
迎
形
三
尺
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
図
2
）
の
胎
内
か
ら
、
法
然
・
証
空
・
親
蓮
・
欣
西
・
円
親
ら
が
「
正
行
房
」
に
宛
て
た
消
息
や
封
書
が
発
見
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
昭
和
の
大
発
見
の
後
に
出
て
き
た
解
釈
で
あ
る
。
発
見
さ
れ
た
消
息
・
封
書
の
背
紙
に
は
、
正
行
房
が
両
親
の
追
善
供
養
の
た
め
に
発
願
し
た
阿
弥
陀
如
来
像
に
結
縁
し
た
千
五
百
四
十
八
人
の
交
名
が
連
記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
に
来
迎
寺
像
に
結
縁
し
た
願
阿
弥
陀
仏
、
金
阿
弥
陀
仏
、
上
阿
弥
陀
仏
、
清
原
氏
、
田
口
氏
、
藤
原
真
正
の
六
人
の
名
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
金
阿
弥
陀
仏
、
清
原
氏
、
田
口
氏
、
藤
原
真
正
は
、
先
述
の
醍
醐
寺
像
に
も
結
縁
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
来
迎
寺
像
、
醍
醐
寺
像
、
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
像
の
三
像
の
間
に
は
共
通
す
る
信
仰
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
図 2 　奈良・興善寺　阿弥
陀如来立像（鎌倉時代）
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そ
こ
で
堀
池
春
峰
氏
は
、
来
迎
寺
像
と
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
に
結
縁
し
た
「
願
阿
弥
陀
仏
」
に
着
目
す
るＦ
。
同
氏
は
こ
の
人
物
を
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
五
月
十
五
日
の
「
願
阿
弥
陀
仏
灯
油
米
寄
進
状
」
に
よ
っ
て
同
年
七
月
二
日
に
没
し
た
比
丘
尼
・
願
阿
弥
陀
仏
と
解
し
て
い
るＧ
。
こ
の
寄
進
状
に
よ
る
と
、
彼
女
は
「
滅
罪
生
善
・
往
生
浄
刹
」
の
た
め
に
山
辺
郡
鳥
羽
池
内
の
田
二
段
の
所
当
米
三
升
を
大
仏
殿
御
灯
料
に
寄
進
し
、
そ
の
該
田
を
彼
女
の
長
女
と
思
わ
れ
る
源
姉
子
に
譲
与
し
た
と
い
う
。
同
氏
は
こ
の
「
池
内
」
を
旧
都
祁
村
来
迎
寺
の
近
在
に
あ
る
小
字
「
池
ノ
内
」
と
み
な
し
、
池
内
田
を
私
有
し
て
い
た
比
丘
尼
・
願
阿
弥
陀
仏
と
は
来
迎
寺
の
近
く
に
居
住
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
来
迎
寺
善
導
大
師
像
造
立
に
あ
た
っ
て
、
近
在
の
人
々
と
と
も
に
そ
の
造
像
に
助
縁
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
　
ま
た
堀
池
氏
は
、
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
像
の
胎
内
文
書
の
一
通
で
あ
る
二
月　
日
付
の
「
証
空
書
状
」
に
み
え
る
「
そ
の
善
導
み
た
う
0
0
0
0
0
は
て
候
な
は
、
と
く
〳
〵
し
て
の
ほ
ら
せ
給
ひ
候
へ
し
」
と
い
う
記
述
に
も
着
目
し
て
い
る
。
こ
の
「
証
空
書
状
」
に
は
、
こ
れ
と
は
別
の
箇
所
に
、
源
空
の
高
弟
真
観
房
（
感
西
）
の
死
去
に
つ
い
て
往
事
を
追
想
す
る
文
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
観
房
が
没
し
た
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
頃
の
消
息
と
考
え
ら
れ
て
い
るＨ
。
と
す
れ
ば
、
正
行
房
は
正
治
二
年
頃
、
善
導
御
堂
の
建
立
を
進
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
善
導
御
堂
と
は
善
導
大
師
像
あ
っ
て
の
御
堂
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
正
行
房
は
そ
の
頃
、
善
導
大
師
像
の
造
立
も
計
画
し
て
い
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
堀
池
氏
は
、
来
迎
寺
善
導
大
師
像
は
元
来
当
寺
に
安
置
す
る
目
的
で
造
像
さ
れ
た
も
の
か
、
は
た
ま
た
他
寺
よ
り
移
納
さ
れ
た
も
の
か
詳
ら
か
に
し
得
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
後
世
の
記
録
で
は
来
迎
寺
は
源
氏
の
分
流
多
田
氏
の
創
建
と
伝
え
、
源
氏
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
し
、
先
の
願
阿
弥
陀
仏Ｉ
や
源
姉
子
も
こ
の
結
縁
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
史
実
で
あ
る
と
述
べ
、
正
行
房
と
願
阿
弥
陀
仏
、
善
導
大
師
像
と
善
導
御
堂
の
間
に
は
何
等
か
の
関
連
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
興
善
寺
と
は
、
奈
良
県
十
輪
院
に
隣
接
す
る
場
所
に
建
つ
浄
土
宗
の
寺
院
で
、
そ
の
創
建
は
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
と
伝
え
ら
れ
る
。
本
尊
は
先
に
述
べ
た
正
行
房
発
願
の
阿
弥
陀
如
来
像
（
図
2
）
で
あ
る
が
、
そ
の
左
足
枘
外
側
に
後
筆
で
、「
奉
寄
進
阿
弥
陀
之
」
東
山
内
田
原
村
」
之
聖
念
仏
□
」
□
正
十
七
年
□□　
四
（
カ
）
月
廿
□
日
（
カ
）
」
と
四
行
に
わ
た
っ
て
寄
進
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。
堀
池
氏
は
、
寄
進
銘
の
「
□
正
十
七
年
」
を
興
善
寺
が
創
建
さ
れ
た
「
天
正
十
七
年
」
と
読
み
、
ま
さ
に
興
善
寺
の
創
建
時
に
、
奈
良
市
東
方
の
東
山
田
原
村
よ
り
念
仏
衆
ら
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
の
が
本
像
で
あ
っ
た
と
解
し
て
い
る
。
東
山
田
原
村
と
は
、
来
迎
寺
の
あ
る
旧
都
祁
村
の
北
西
に
隣
接
す
る
村
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
、
興
善
寺
創
建
以
前
は
、
旧
都
祁
村
の
近
隣
の
地
で
念
仏
衆
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
像
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
来
迎
寺
像
は
『
来
迎
寺
記
録
』
に
よ
る
と
、
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
に
天
理
市
藤
井
の
三
光
寺
か
ら
移
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
天
理
市
も
ま
た
旧
都
祁
村
の
す
ぐ
西
側
に
接
し
て
お
り
、
来
迎
寺
像
が
本
来
は
来
迎
寺
の
西
側
近
隣
の
寺
で
所
蔵
さ
れ
た
像
で
あ
っ
た
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
は
誠
に
興
味
深
い
。
　
先
述
の
よ
う
に
、
来
迎
寺
像
は
十
三
世
紀
初
頭
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
頃
の
造
像
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
年
代
が
正
行
房
に
よ
っ
て
善
導
御
堂
の
建
立
が
進
め
ら
れ
て
い
た
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
頃
か
ら
ほ
ど
近
い
こ
と
、
ま
た
正
行
房
発
願
の
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
像
が
も
と
来
迎
寺
近
隣
の
田
原
村
で
念
仏
衆
に
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
像
や
来
迎
寺
像
に
結
縁
し
た
比
丘
尼
・
願
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
寺
の
近
く
に
居
住
し
て
い
た
人
物
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
を
総
合
し
て
、
堀
池
氏
は
、
正
行
房
は
旧
都
祁
村
の
来
迎
寺
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
僧
で
あ
り
、
来
迎
寺
自
体
、
大
和
国
の
専
修
念
仏
教
団
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
論
ず
る
。
　
ま
た
伊
藤
唯
真
氏
は
、
来
迎
寺
の
善
導
大
師
坐
像
を
安
置
し
た
影
堂
が
、
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
像
胎
内
文
書
の
う
ち
の
「
証
空
書
状
」
に
出
て
く
る
善
導
御
堂
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
両
者
の
完
全
な
一
致
を
主
張
す
る
に
は
な
お
躊
躇
す
る
も
の
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
来
迎
寺
像
と
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
像
の
結
縁
者
の
共
通
性
や
、
来
迎
寺
善
導
堂
の
須
弥
壇
も
逸
品
で
あ
る
こ
と
な
ど
幾
つ
か
の
状
況
証
拠
か
ら
、
正
行
房
が
造
営
し
た
善
導
御
堂
と
は
、
来
迎
寺
の
善
導
堂
の
こ
と
で
、
そ
の
本
尊
が
今
に
伝
わ
る
善
導
像
で
あ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
い
うＪ
。
そ
し
て
正
行
房
は
法
然
や
そ
の
入
室
の
弟
子
た
ち
と
も
親
交
が
あ
り
、
南
都
の
専
修
念
仏
衆
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
述
べ
る
。
　
来
迎
寺
像
が
本
来
は
正
行
房
造
立
の
善
導
御
堂
に
安
置
さ
れ
た
善
導
像
で
あ
っ
た
と
す
る
伊
藤
氏
の
指
摘
は
大
変
に
示
唆
深
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
蓋
然
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
正
行
房
が
造
立
し
た
善
導
御
堂
が
来
迎
寺
の
善
導
堂
で
あ
っ
た
と
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み
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
来
迎
寺
像
が
最
初
か
ら
来
迎
寺
の
善
導
堂
に
安
置
す
る
た
め
に
造
立
さ
れ
た
像
で
あ
っ
た
な
ら
、
な
ぜ
そ
う
し
た
伝
承
が
残
ら
ず
に
近
隣
の
他
寺
か
ら
移
っ
て
き
た
と
い
う
由
来
を
わ
ざ
わ
ざ
伝
承
し
て
き
た
の
か
疑
問
が
生
ず
る
。
と
も
あ
れ
、
十
三
世
紀
初
頭
に
、
旧
都
祁
村
か
そ
の
近
隣
の
地
で
善
導
大
師
像
が
造
立
さ
れ
、
今
日
ま
で
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
こ
と
と
い
え
よ
う
。
五
、
来
迎
寺
像
の
結
縁
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
第
三
章
に
お
い
て
来
迎
寺
像
に
結
縁
し
た
金
阿
弥
陀
仏
と
春
阿
弥
陀
仏
に
着
目
し
た
と
こ
ろ
、
来
迎
寺
像
は
重
源
周
辺
で
造
立
さ
れ
た
像
と
考
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
第
四
章
に
お
い
て
比
丘
尼
・
願
阿
弥
陀
仏
に
着
目
し
た
と
こ
ろ
、
来
迎
寺
像
は
法
然
と
親
交
の
あ
っ
た
正
行
房
周
辺
で
造
立
さ
れ
た
像
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
果
た
し
て
来
迎
寺
像
は
重
源
周
辺
と
正
行
房
周
辺
の
ど
ち
ら
で
制
作
さ
れ
た
像
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
そ
の
両
者
の
間
を
行
き
来
す
る
鍵
と
な
る
人
物
で
も
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
金
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。
金
阿
弥
陀
仏
は
先
述
の
よ
う
に
、
重
源
が
好
ん
で
起
用
し
た
快
慶
の
作
品
群
に
結
縁
し
て
い
る
人
物
で
、
重
源
の
周
防
別
所
や
伊
賀
別
所
に
出
入
り
し
た
ほ
か
、
重
源
が
指
揮
を
と
っ
た
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
像
の
納
入
品
に
も
名
前
が
見
え
る
な
ど
、
ま
さ
に
重
源
周
辺
の
念
仏
衆
の
一
人
で
あ
っ
た
。
金
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
に
熱
心
な
念
仏
衆
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
大
和
国
の
専
修
念
仏
教
団
の
根
拠
地
と
目
さ
れ
る
旧
都
祁
村
周
辺
の
地
へ
興
味
が
向
か
わ
な
か
っ
た
は
ず
は
あ
る
ま
い
。
現
に
金
阿
弥
陀
仏
が
そ
の
地
の
中
心
人
物
と
さ
れ
る
正
行
房
発
願
の
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
像
に
結
縁
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
も
、
金
阿
弥
陀
仏
は
そ
の
頃
、
正
行
房
周
辺
に
も
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
像
の
結
縁
交
名
に
は
、
名
前
の
す
ぐ
後
に
唱
え
た
念
仏
の
回
数
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
念
仏
を
「
十
返
」
唱
え
た
者
も
あ
れ
ば
、「
百
返
」「
千
返
」
の
者
も
あ
り
、
さ
ら
に
「
万
返
」「
二
万
返
」「
三
万
返
」
も
唱
え
た
者
も
あ
る
。
中
で
も
目
を
引
く
の
は
、
結
縁
者
千
五
百
四
十
八
人
の
う
ち
「
百
万
返
」
を
唱
え
た
者
が
三
十
三
名
み
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
う
ち
一
人
は
「
三
百
万
返
」
も
唱
え
て
い
る
。
こ
の
「
百
万
返
」「
三
百
万
返
」
を
唱
え
た
三
十
三
名
は
こ
と
に
熱
心
な
念
仏
衆
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
親
蓮
が
正
行
房
に
宛
て
た
「
親
蓮
書
状
」
の
紙
背
に
書
か
れ
た
結
縁
交
名
を
み
て
み
る
と
、
そ
の
二
十
行
目
に
「
願
阿
弥
陀
仏
百
万
返　
金
阿
弥
陀
仏
十
万
返
」
と
あ
る
の
が
目
に
止
ま
る
。
こ
の
二
人
は
ど
ち
ら
も
来
迎
寺
像
に
結
縁
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
願
阿
弥
陀
仏
は
百
万
返
も
念
仏
を
唱
え
て
お
り
、
十
万
返
唱
え
た
金
阿
弥
陀
仏
を
上
回
る
熱
心
ぶ
り
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
来
迎
寺
の
近
隣
に
住
し
て
い
た
と
さ
れ
る
願
阿
弥
陀
仏
は
、
正
行
房
の
周
辺
に
あ
っ
て
ひ
と
き
わ
熱
心
な
念
仏
衆
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
も
増
し
て
興
味
深
い
の
は
、
千
五
百
四
十
八
人
の
結
縁
交
名
中
、
願
阿
弥
陀
仏
と
金
阿
弥
陀
仏
の
二
人
の
名
が
連
ね
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
両
者
の
近
し
い
関
係
を
推
測
さ
せ
よ
う
。
お
そ
ら
く
願
阿
弥
陀
仏
と
金
阿
弥
陀
仏
は
面
識
が
あ
り
、
信
仰
上
の
交
流
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
重
源
周
辺
で
活
動
し
て
い
た
金
阿
弥
陀
仏
は
、
正
行
房
に
よ
っ
て
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
像
が
発
願
さ
れ
た
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
頃
、
す
で
に
正
行
房
周
辺
の
念
仏
衆
と
も
交
流
が
あ
り
、
な
か
で
も
熱
心
な
比
丘
尼
の
願
阿
弥
陀
仏
の
こ
と
は
よ
く
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
頃
、
旧
都
祁
村
周
辺
の
地
で
善
導
大
師
像
（
来
迎
寺
像
）
は
造
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
善
導
像
が
発
願
さ
れ
た
時
、
願
阿
弥
陀
仏
は
堀
池
氏
の
い
う
よ
う
に
、
近
在
の
人
々
と
と
も
に
そ
の
造
像
に
助
縁
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
金
阿
弥
陀
仏
は
周
防
別
所
で
旧
知
の
仲
に
あ
っ
た
春
阿
弥
陀
仏
ら
を
誘
っ
て
結
縁
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
来
迎
寺
像
の
ほ
か
、
醍
醐
寺
像
や
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
像
に
結
縁
し
て
い
た
藤
原
真
正
、
田
口
氏
、
清
原
氏
ら
は
、
両
者
の
信
仰
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が
る
人
物
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
お
わ
り
に
　
奈
良
・
来
迎
寺
の
善
導
大
師
坐
像
の
造
立
背
景
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
来
迎
寺
像
の
胎
内
に
書
か
れ
た
結
縁
交
名
に
着
目
し
、
結
縁
者
た
ち
の
交
流
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
結
縁
交
名
に
み
え
る
金
阿
弥
陀
仏
は
重
源
の
近
く
に
い
た
念
仏
衆
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
春
阿
弥
陀
仏
は
重
源
の
周
防
別
所
の
目
代
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
来
迎
寺
像
に
は
重
源
の
周
辺
に
い
た
人
物
が
結
縁
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
結
縁
交
名
に
み
え
る
願
阿
弥
陀
仏
と
は
、
法
然
と
親
交
の
あ
っ
た
正
行
房
が
発
願
し
た
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
像
に
も
結
縁
し
て
い
る
人
物
で
、
来
迎
寺
近
隣
の
地
に
住
141
奈
良
・
来
迎
寺
の
善
導
大
師
坐
像
の
造
立
背
景
（7）
し
て
い
た
比
丘
尼
・
願
阿
弥
陀
仏
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
た
。
　
つ
ま
り
、
来
迎
寺
像
の
造
像
に
は
重
源
と
正
行
房
、
そ
の
両
者
の
周
辺
に
い
た
念
仏
衆
ら
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
中
で
も
そ
の
両
者
の
間
を
行
き
来
し
て
い
た
金
阿
弥
陀
仏
が
、
両
者
の
信
仰
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
た
。
正
行
房
は
南
都
の
専
修
念
仏
衆
の
中
心
人
物
と
目
さ
れ
る
僧
侶
で
、
彼
が
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
頃
に
建
立
を
す
す
め
て
い
た
「
善
導
御
堂
」
の
中
に
安
置
す
る
た
め
に
造
立
さ
れ
た
の
が
、
ま
さ
に
来
迎
寺
像
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
来
迎
寺
像
は
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
頃
、
旧
都
祁
村
周
辺
の
地
に
お
い
て
、
重
源
周
辺
の
念
仏
衆
と
正
行
房
周
辺
の
念
仏
衆
と
が
信
仰
上
の
交
流
を
も
つ
中
で
造
立
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
像
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
、
そ
う
し
た
像
な
れ
ば
こ
そ
、
重
源
自
身
が
積
極
的
に
来
迎
寺
像
の
造
立
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
見
え
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
註（1
）　
『
都
祁
村
史
』（
都
祁
村
史
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）、『
改
訂　
都
祁
村
史
』
上
巻
（
歴
史
編
）
（
都
祁
村
史
編
纂
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）。
（
2
）　
倉
田
文
作
「
奈
良
来
迎
寺
の
善
導
大
師
像
」（『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
一
一
八
、
一
九
六
一
年
）。
（
3
）　
『
奈
良
県
綜
合
文
化
調
査
報
告
書　
都
介
野
地
区
』（
奈
良
教
育
委
員
会
、
一
九
五
二
年
）。
（
4
）　
水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
』
第
二
巻
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
し
た
。
（
5
）　
松
島　
健
「
善
導
大
師
像　
来
迎
寺
」（『
國
華
』
一
〇
〇
一
、
一
九
七
七
年
）。
（
6
）　
『
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
』「
阿
弥
陀
仏
名
付
日
本
国
貴
賎
上
下
事
、
建
仁
二
年
始
之
成
廿
年
」
（
小
林
剛
編
『
俊
乗
房
重
源
史
料
集
成
』
六
一
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）。
（
7
）　
丸
山
二
郎
校
註
『
愚
管
抄
』（
岩
波
書
店
、
二
六
二
頁
、
一
九
四
九
年
）。
（
8
）　
興
善
寺
阿
弥
陀
如
来
像
に
は
快
慶
の
銘
は
な
い
が
、
作
風
か
ら
快
慶
作
と
考
え
ら
れ
、
胎
内
文
書
と
と
も
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
（
9
）　
「
重
源
譲
状
」
次
長
沼
神
前
者
、（
中
略
）
仍
以
年
来
同
行
得
阿
弥
陀
仏
与
春
阿
弥
陀
仏
両
人
、
所
補
預
所
職
也
。（
小
林
剛
編
『
俊
乗
房
重
源
史
料
集
成
』
三
四
九
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）。
（
10
）　
石
田
尚
豊
「
重
源
の
阿
弥
陀
名
号
」（
中
尾
尭
・
今
井
雅
晴
編
『
重
源　
叡
尊　
忍
性
』
日
本
名
僧
論
集
・
第
五
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）。
（
11
）　
「
周
防
国
在
庁
官
置
文
」（『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
二
巻
、
四
〇
五
頁
、
一
一
六
三
番
、
一
九
七
二
年
）。
（
12
）　
「
周
防
阿
弥
陀
寺
田
畠
坪
付
」（『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
二
巻
、
四
一
〇
頁
、
一
一
六
四
番
、
一
九
七
二
年
）。
（
13
）　
「
周
防
阿
弥
陀
寺
田
畠
坪
付
」（『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
二
巻
、
四
一
六
頁
、
一
一
六
五
番
、
一
九
七
二
年
）。
（
14
）　
前
掲
注
５
・
松
島
氏
解
説
。
　
　
　
伊
東
史
郎
「
善
導
大
師
の
肖
像
」（
藤
堂
恭
俊
編
『
善
導
大
師
研
究
』、
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
〇
年
）。
（
15
）　
堀
池
春
峰
「
興
善
寺
蔵
・
法
然
聖
人
等
消
息
並
に
念
仏
結
縁
交
名
状
に
就
い
て
」（『
仏
教
史
学
』
一
〇
（
三
）、
一
九
六
二
年
）。
堀
池
氏
は
論
考
中
に
お
い
て
、
願
阿
弥
陀
仏
が
醍
醐
寺
三
宝
院
の
不
動
明
王
像
に
結
縁
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る
が
、『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
』
第
二
巻
に
よ
っ
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
願
阿
弥
陀
仏
の
名
前
み
え
な
い
。
（
16
）　
「
願
阿
弥
陀
仏
灯
油
米
寄
進
状
」（『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
一
〇
巻
、
百
巻
本
東
大
寺
文
書
一
五
号
、
三
一
六
頁
、
七
四
四
一
番
、
一
九
七
六
年
）。
（
17
）　
こ
の
消
息
は
、『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
三
巻
に
は
便
宜
上
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
の
箇
所
に
収
め
て
い
る
が
、
伊
藤
唯
真
氏
に
よ
れ
ば
も
う
少
し
早
く
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
　
　
　
伊
藤
唯
真
「
初
期
浄
土
宗
に
お
け
る
善
導
信
仰
に
つ
い
て
」（
藤
堂
恭
俊
編
『
善
導
大
師
研
究
』、
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
〇
年
）。
（
18
）　
堀
池
氏
は
前
掲
注
15
の
論
考
の
中
で
「
春
阿
弥
陀
仏
」
と
記
載
し
て
い
る
が
、
文
意
か
ら
す
れ
ば
「
願
阿
弥
陀
仏
」
の
誤
り
と
解
せ
ら
れ
る
。
（
19
）　
前
掲
注
17
・
伊
藤
氏
論
考
。
〔
付
記
〕
　
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
来
迎
寺
（
慈
眼
寺
）
住
職
の
北
條
幹
二
師
、
お
よ
び
副
住
職
の
北
條
慈
応
師
の
両
氏
に
は
善
導
大
師
坐
像
の
拝
観
と
調
査
を
お
許
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
興
善
寺
長
老
の
森
田
孝
隆
師
に
は
阿
弥
陀
如
来
像
と
興
善
寺
文
書
に
関
す
る
貴
重
な
話
を
お
う
か
が
い
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
図
1
は
『
日
本
の
美
術　
肖
像
彫
刻
』
一
〇
（
至
文
堂
、
一
九
六
七
年
）、
図
二
は
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』
三
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
）
よ
り
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
な
お
、
本
稿
は
二
〇
〇
九
年
度
財
団
法
人
髙
梨
学
術
奨
励
基
金
、
お
よ
び
二
〇
〇
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究
（
B
）「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
美
術
の
伝
播
に
つ
い
て
│
供
養
者
像
に
注
目
し
て
│
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。
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